
幅広いアプローチ活動だより�インフォメーション

１．ITER遠隔実験センター第２回技術会合の開催
９月１７～１９日にスペインのバルセロナのFusion For En-

ergy（幅広いアプローチ活動の欧州実施機関）本部で

ITER遠隔実験センターの第２回技術会合が開催された

（図１参照）．今回は日本実施機関側から１２名（内６名はテ

レビ会議で出席），欧州実施機関側から６名，それに IF-

ERCとサテライトトカマクの各事業長，さらに ITER機構

から制御システム（CODAC）を開発している専門家３名

も参加した．会合では，２０１３～２０１７年のスケジュールを再

確認するとともに，施設・設備，ネットワーク，高速デー

タ転送，遠隔実験システムソフト，実験データ解析ソフト，

データ記憶装置，シミュレーター等の各タスクの進捗状況

について議論し，新たに締結するソフトウエア開発の調達

取り決めの内容について概ね合意に到った．また，ITER

のCODACシステムの進捗状況と将来の取り合い等につい

て情報を交換し，協議した．六ヶ所の国際核融合エネル

ギー研究センターのソフトウエアの開発は２０１４年から始ま

り，遠隔実験設備の整備は２０１５年頃からの予定になる．

２．第１１回核融合技術国際シンポジウムの開催
９月１６～２０日，スペインのバルセロナで第１１回核融合技

術国際シンポジウムが開催された．このシンポジウムは核

融合に関する科学，工学，実験施設，解析，設計，安全性

等を中心として短期的，長期的な核融合技術の研究開発に

焦点を当てていて，今回スペインのエネルギー・環境・科

学技術研究センター（CIEMAT）とカタロニアエネルギー

研究所（IREC）が主催して開催された．シンポジウムでは

参加登録者は８１５人，５２５件の発表があった（図２参照）．今

回のシンポジウムでは「Fusion Road Map Panel」というパ

ネルディスカッションがあり，ITERの建設に加えて原型

炉に向けた研究が主要テーマとして位置付けられた．

なお，本シンポジウムにて，国際核融合エネルギー研究

センターの増殖機能材料開発グループで研究をしている

星野毅研究副主幹が，見事に若手の優れた研究発表に与え

られるMiya-Abdou Award を単独受賞した（図３参照）．

３．日本原子力学会２０１３年秋の大会の見学会が行
われる

９月３～５日に八戸工業大学で開催されていた日本原子

力学会２０１３年秋の大会の見学会の一環として，日本原燃の

サイクル施設と原子力機構の国際核融合エネルギー研究セ

ンターの見学が９月６日に行われ４０名が参加した．

当日は快晴の下，日本原燃のサイクル施設を見学後国際

核融合エネルギー研究センターに入り，昼食，概要説明

後，２班に分かれ，計算機・遠隔実験棟，原型炉R&D棟お

よび IFMIF/EVEDA開発試験棟を見学した．各施設では，

それぞれの研究開発について説明を受け，高性能計算機や

原型炉に関する研究開発について活発な質疑があった．

（日本原子力研究開発機構核融合研究開発部門）
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図２ 第１１回核融合技術国際シンポジウム（９月１８日バルセロナ
にて，そこここで議論が交わされているポスターセッショ
ン会場）．

図１ 第２回 ITER遠隔実験センター技術会合（９月１９日バルセロ
ナ Fusion For Energy本部にて）．

図３ Miya-Abdou Awardを受賞した星野毅研究副主幹（９月１９
日バルセロナで開催された第１１回核融合技術国際シンポジ
ウムのバンケットにて）．
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